
２．「水防災意識社会 再構築ビジョン」の県管理河川等への拡大に係る対応方針について

氾濫することを前提として社会全体で常に洪水にそなえる「水防災意識社会」の再構築を目的に、
都道府県、市町村、水防管理団体および当該河川の河川管理者等からなる協議会等を設置して減
災のための目標を共有し、ハード対策とソフト対策を一体的、総合的、計画的に進める。

協議会の進め方（国交省通達より）

5

「水防災意識社会 再構築ビジョン」の対策の基本方針

出典：中小河川等における水防災意識社会の再構築のあり方について（答申）

取組のスケジュール
H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度以降

協議会 協議会設立 【鴨川、石田川】

避難勧告基準水
位を設定

・協議会で取り
組む地区の確
認

・避難判断のた
めの基準につ
いて審議

各ＷＧで取り
組んだ内容に
ついて審議、
確認

・トップセミナーの
開催
・取組方針の策定
とフォローアップ

防災情報
WG

【鴨川、石田川】

台風１８号を考
慮した避難勧告
基準の検討

【百瀬川、知内
川】

水位による避難
勧告基準の検討
【鴨川】

雨量による避難
勧告基準の検討

避難勧告マ
ニュアル改訂を
踏まえた水位
設定の見直し

避難勧告基準
の検討

・水防災チェックリ
ストの検討

地域防災計画へ
の反映（市）

地域防災計画
への反映（市）

地域防災計画
への反映（市）

地域防災計画へ
の反映（市）

水害・土
砂災害に
強い地域
づくりWG

協議会で取り組
む地区の選定

【野尻地区】

人的被害を防
ぐ避難行動、浸
水警戒区域を
踏まえた安全な
住まい方を検
討

【野尻地区・村
井地区】

人的被害を防
ぐ避難行動、
浸水警戒区域
を踏まえた安
全な住まい方
を検討

◆朽木野尻地区
の浸水警戒区域
指定予定

◆朽木村井地区で
の検討を継続
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水防法の一部を改正する法律案
河川
水位

水防警報河川 水位周知河川 洪水予報河川

低い
〇〇水位観測所の水位が
水防団待機水位に到達した場合

水防警報（準備）発表
※SISPADを通じて伝達 防災体制を構築する（第一次防災体制）※

【○○水位観測所（水位○○ｍ）】
　・上流域を含む防災気象情報等を監視し、水位を把握する連絡要員を配置する

気象庁から大雨注意報等が発表され
た場合

　・連絡要員は、1時間おきに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認する

　・避難所の開設を検討する

水防警報発表文に記載されている対象河川、区間を担当する水防団に対し「待機、準備」を指示する

市町村管理又は操作を委託されている樋門・樋管等の操作担当者に、操作に関する注意喚起を行う

〇〇水位観測所の水位が
氾濫注意水位に到達した場合

水防警報（出動）発表
※SISPADを通じて伝達

氾濫注意情報発表
※SISPADを通じて伝達 防災体制を強化する（第二次防災体制）※

【○○水位観測所（水位○○ｍ）】
　・管理職等を配置し、避難準備情報の発令を判断できる体制をとる

　・職員の派遣等の避難所開設の準備を指示する

要配慮者施設、大規模事業者に洪水予報（氾濫注意情報）を伝達する

水防警報発表文に記載されている対象河川、区間を担当する水防団に対し「出動」を指示する

水防団による巡視結果や水防活動の実施状況を把握し、水防上危険であると認められる箇所があるときは○○
土木事務所に連絡して必要な措置を求める

重要水防箇所や危険箇所の位置、氾濫シミュレーション等を確認し、避難準備情報の発表対象地域を検討する

避難が必要な状況が夜間・早朝になることが想定される場合は、早めに避難準備情報の発表の判断を行う

○○土木事務所に対する連絡調整員の派遣要請について検討する

必要に応じ、○○土木事務所長へ助言を要請する

○○土木事務所に対する連絡調整員の派遣を要請する

〇〇水位観測所の水位が
避難判断水位に到達した場合

氾濫警戒情報発表
※SISPADを通じて伝達

防災体制をさらに強化する（第三次防災体制）※

【○○水位観測所（水位○○ｍ）】
　・首長もしくは代理者が登庁し、避難勧告等を発令できる体制をとる

　・水位等の監視体制を強化し10分毎の河川水位、雨量、降水短時間予報を確認する

要配慮者施設、大規模事業者に洪水予報（氾濫警戒情報）を伝達する

避難準備情報を発令する

重要水防箇所や危険箇所の位置、氾濫シミュレーション等を確認し、避難勧告等の発令対象地域を検討する

避難が必要な状況が夜間・早朝になることが想定される場合は、早めに難勧告等の発令の判断を行う

水防団による巡視結果や水防活動の実施状況を把握し、水防上危険であると認められる箇所があるときは○○
土木事務所に連絡して必要な措置を求める

過去の洪水との比較等、洪水の切迫性について確認する

必要に応じ、○○土木事務所長へ助言を要請する

○○土木事務所に対する連絡調整員の派遣を要請する

特別警戒水位到達情報を発表
※SISPADを通じて伝達

氾濫危険情報発表
※SISPADを通じて伝達 防災体制をさらに強化する（第四次防災体制）※

　・予め定めた防災対応の全職員が体制に入る

【○○水位観測所（水位○○ｍ）】
要配慮者施設、大規模事業者に洪水予報（氾濫危険情報）を伝達する

避難勧告又は避難指示を発令する

必要に応じ、○○土木事務所長へ助言を要請する

連絡調整員を通じ、○○土木事務所に支援を要請する

水防団の活動状況を確認し、必要に応じ滋賀県へ自衛隊の派遣を要請する。また、水防団に対し必要に応じ安
全な場所に退避を指示する

堤防天端に水位が到達する
おそれがある場合

氾濫危険情報発表
※SISPADを通じて伝達

要配慮者施設、大規模事業者に洪水予報（氾濫危険情報）を伝達する

【○○水位観測所（概ね水位○○ｍ）】 水防団の活動状況を確認し、必要に応じ滋賀県へ自衛隊の派遣を要請する。また、水防団に対し必要に応じ安
全な場所に退避を指示する

氾濫シミュレーションの結果等を確認し、避難指示を発令する

堤防の決壊等による氾濫が
発生した場合

氾濫発生情報発表
※SISPADを通じて伝達

要配慮者施設、大規模事業者に洪水予報（氾濫発生情報）を伝達する

住民に対し、堤防の決壊等の状況を周知する

水防団からの報告等により堤防の決壊をいち早く覚知した場合には、琵琶湖河川事務所、滋賀県、所轄警察署
等の関係機関に通知する。また、できる限り氾濫による被害が拡大しないように努める。

高い 氾濫シミュレーション結果等を確認し、必要に応じ滋賀県へ自衛隊の派遣を要請する

※「避難勧告等の判断伝達マニュアル作成ガイドライン（平成27年8月内閣府（防災担当））」に基づき記載しています。各項目については、各市町村の地域防災計画等に基づき見直しをお願いします。

水害対応チェックリスト（滋賀県版・基準水位変更後）

気象・水象

滋賀県からの情報

市町の対応 チェック欄

〇〇水位観測所の水位が氾濫危険水
位に到達した場合や到達するおそれ
がある場合

水害対応チェックリスト（滋賀県版・基準水位変更後）


